
　『こどもと家庭のためのメルヘン集』（以下���と記す）２４番「ホレおばさん」と日本
の昔話「地蔵浄土」は，「主人公が（地下の）異郷へ行き，そこでもてなされ，良い贈り
物を得て帰る。主人公の模倣者は，同じく異郷へ行くが失敗し害を受ける」という構造に
おいて一致し，ともにアールネ・トムソンの「昔話の型」４８０番（以下�����と記す）「泉
のそばで糸を紡ぐ女たち。親切な少女と不親切な少女」に分類される。しかし，継母に虐
げられた少女が井戸に飛び込み，地底で異界の存在に出会う話と，善良な爺が転がる豆な
どを追いかけて地底に行き，地蔵や鬼に会うという話は外観においてかなり異なる。話の
構造を骨格とすると，主人公の属性や小道具，エピソードの組み合わせはその肉づけとな
る部分であり，そこに文化的特徴を見て取ることができよう。
　本稿では，最初に「ホレおばさん」をはじめとするヨーロッパの�����の昔話，次に
「地蔵浄土」を中心に�����に分類される日本の昔話をとりあげ，そこで異界がどのように
捉えられているか，その特徴について考察する。

１．「ホレおばさん」

　最初に���１８５７年版の「ホレおばさん」の筋を確認しよう。

　美しくて働き者の継娘と醜くて怠け者の実の娘。継娘は，継母に言われて，落とし
た糸巻き棒を取るために井戸に飛び込む。気がつくと，そこは美しい花が咲く草原
で，道すがら娘はパン焼きがまに請われて焼きあがったパンをとり出し，同じように
熟したリンゴの実を木から落としてやる。ホレおばさんの家にたどりついた娘は，そ
こにとどまり家事をきちんとこなし，幸せに暮らすが，しばらくすると家に帰りたく
なる。ホレは娘を見送り，それまでの勤勉さの報酬に金の雨を降らせ，それを浴びた
娘は全身が金で覆われる。
　継娘の話を聞いて羨んだ継母は，実の娘にも同じことをさせる。しかし，怠け者の
娘は，パン焼きがまとリンゴの木の願いをはねつけ，ホレの家でも怠惰に暮らし，ホ
レに愛想をつかされ，金の代わりにピッチの雨を浴びてそれが生涯落ちなくなる。

　グリムの昔話が版を重ねるごとに「教育的」に変えられていったことはしばしば指摘さ
れ，「ホレおばさん」においても初版と１８５７年版では若干の教育的配慮が見られるが１，そ
れはこの話においてはわずかであって，話の中核をなすメッセージは初版から一貫して
「働き者のよい子は報われ，怠け者にはそれ相応の報いがある」ということである。そし
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て，その裁定をなす存在が「ホレおばさん」なのであるが，同じグリム兄弟の『ドイツ伝
説集』によれば，ホレは人間にとってありがたくも恐ろしくもありうる二面性を備えた「地
母神」的存在であり２，勤勉な者に報酬を，怠惰な者に懲罰を与えるにはまさに適役である。
ホレが地母神であることを念頭に置けば，パン焼きがまやリンゴの木が娘に出す不思議な
要求は，豊饒と勤勉の組み合わせから生じたものと考えられる。つまり，指から血が出る
まで糸を紡ぐような働き者である娘は，井戸の底に広がる異郷で実りを尊ぶ気持ちを行動
で示し，さらにホレの家での家事全般，とくに羽根布団の手入れを誠実に行うことによっ
て，全身が金に覆われるという褒美を与えられるが，怠け者の娘はまさにその反対になる
のである。
　全体にグリムの「ホレおばさん」は善悪の区別が極めて明確でわかりやすい構成になっ
ており，ホレはその善悪を裁く存在である。

２．ヨーロッパのAT480タイプの昔話

２－１　AT480の基本構造

　では，ヨーロッパの類話に目を転じたい。その前に�����の基本構造を����に基づい
て訳出しておく。３

　Ⅰ　愛されていない継娘が地下の世界に到達する。
�）井戸に落ちる（落とされて）
�）不運，災難によって
�）（転がっていく）ものを追跡することによって
�）実現できない任務（雪の中に苺を探すなど）によって
�）その他の方法によって
Ⅱ　彼女は途中でリンゴの木，牝牛，パン焼きがまなどの手助けをし，異郷の存在のと
ころへたどり着く。彼女はそこで奉仕する（家事，虱取りなど），あるいは困難な課
題を果たす。彼女が親切にしてやった動物が助言，あるいは手助けをしてくれる。
報酬：すばらしいものとひどいもの（ドレス，小箱など）の選択。見劣りのするもの

を謙虚に選び，良い方を手に入れる。贈り物をもらい，美しくなって（口また
は髪から真珠，金の雨など）帰郷する。雄鶏または犬が到着を告げる。

Ⅲ　羨んだ義理の姉妹がもっと多くを手に入れようとする。高慢にも彼女は同じ道を行
くが，不親切で，従順でない。彼女はすばらしいものを選ぶが，手に入れるのはひど
いもの。

　　罰：口からヒキガエルが出る，ピッチの雨など。
Ⅳ　美しい（裕福な）継娘は王子と結婚し，ひどい娘は貧しい男と結婚するか，（自分
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１　たとえば，初版には全くない「指から血が出るまで糸を紡ぐ」という描写，リンゴの実を落とし
たあときちんと積み重ねる，ホレの羽布団を「羽が雪のように舞うまで」振るなど，継娘のまじめ
さが強調され，娘の里心がホレの気に入るという一文など，子供のあるべき姿に近づけられている。
２　『ドイツ伝説集』４～８番参照。
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の箱から出てきた火によって）死ね。

　�����編集の『�������	
��
���
���
���
�����』には��������として２０話が収録さ
れているが，本稿では「ホレおばさんを」含む１９話を考察の対象とし，別表にあらすじを
まとめた。４

２－２　登場人物の属性

　主人公と模倣者の関係は義理の姉妹というのが１２話で最も多いが，実の姉妹，きょうだ
い，従妹，近所の子どもの場合もあり，子どもであれば，性別，血縁の有無を問わず主人
公とその模倣者になりうる。
　また，「ホレおばさん」のホレにあたる異界の中心的存在（以後便宜上「異界の�主�」ま

ぬし

たは単に「�主�」とする）も，聖母，魔女，老婆，と女性であることが多いものの，老人，
ぬし

子どもたち，竜や悪魔，と多岐にわたっている。
２－３　類話のバリエーション

　話の筋をみると，①～③は基本的には同じ話で，聖母マリアなど聖なる存在がこどもた
ちの思いやりや親切心を試し，結果に応じて天国や地獄へと振り分けるというもので，キ
リスト教色が極めて強い。ここでは男女のこどもは一緒に出かけ，同時に試されるため純
粋な意味での「模倣」という要素はない。また，森の中で迷うということは特に記されて
いない。
　この３話以外は，いずれも「まず主人公が異界の主と出会い，よい贈り物をもらって帰
る。次に模倣者が同じことをするが，惨めな結果に終わる」という二部構成になっている。
⑤と⑥を除けば，主人公が，たいていは継母に，だが時には実母や実父からも厭われて虐
待されている点も共通である。泉に水を汲みに行く，落とした糸車を取るために井戸に飛
び込む，家から追い出される，と形は違っても，主人公は自分から進んで異界への道をた
どるのではなく，継母をはじめとする他者からの直接的あるいは間接的な強制によって異
界と遭遇することになる。
　その遭遇の場が通常の現実界であるかの印象を与えるのが④と⑤である。というのは，
泉は主人公が日頃から水を汲みに行かされている場であり，まねをする者もごく普通にそ
こへ行けるからである。一般に昔話の中では，水が湧き出る泉や井戸は異界につながる場
所とされている。異界と現実界の境の場に異界の者が現実界の者を装って現れ，主人公ら
の親切心を試すことが話の中心になっている点は①～③の話と近く，違いは「模倣」の要
素の有無である。
　これ以外の１３話では，主人公は森の奥に迷い込んだり，井戸の底に広がる草原を歩いて
異界の主の�住処�にたどりついたりするように，境界を踏み越え，異界の奥まで進んでいく。

すみか

その途中，またはたどりついた先で，主人公と模倣者はその人間性を試される。具体的に
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　　なお，残る一話，「ジョバンニーノとカテリーナ」（イタリア）は，義理の姉妹，継母による不可
能な課題と異界の存在の援助という共通性はあるが，姉妹の模倣に当たるモチーフが欠如している
ため，比較対象外とした。



は，「ホレおばさん」の主人公のようにリンゴの木やパン焼きがま，動物たちの頼みごと
を親切にきいてやるかどうか，異界の主のために入浴の準備をする，虱をとるといった何
らかのつらい課題を快く引き受けるか，提示されたもののなかから慎ましいものを選ぶ謙
虚さを持ち合わせているかどうか，などである。いずれの場合も，行いのよい娘には良い
贈りものと幸せな生活が，悪い娘にはひどい贈り物と悲惨な暮らし，もしくは死が授けら
れる。いわば「勧善懲悪」，「因果応報」という昔話の王道を行く話とみてよい。
　ただし，⑯，⑰，⑱の話には「善因善果」とはいいきれない面もある。主人公が，禁じ
られた部屋に入り，金を盗んで逃走したり，相手が悪魔だとはいえ豪華な衣装一式をだま
しとったりするからである。
　以上に明らかになったヨーロッパの昔話に共通する特徴を整理しておく。
①　主人公は，継母など他者の意向で異界へと赴くことになる。
②　主人公は，異界において親切な行ないや礼儀正しさ，勤勉さ，謙虚さなどの報いと
して富や幸せを授かる。
③　模倣者は，主人公とは反対に，不親切な行ない，無礼さ，怠慢などの報いとして悲
惨な罰を受ける。

２－４　異界の存在

　これらの話の異界には，「ホレおばさん」の「ホレ」にあたる「異界の主」だけが登場
する場合と，パン焼きがまやリンゴの木，牝牛などの動物，子どもたちなども登場する場
合がある。便宜上，本稿では後者を「異界の主以外の存在」，「主以外の存在」と呼ぶこと
にする。
　話の中に「主」しか登場しない場合（①～⑩），主人公たちを試し，その結果に基づい
て運命を決定するのはもちろん「主」であり，報酬も懲罰も「主」の力によって与えられる。
　「主以外の存在」が登場する場合は，それが「主」と同一の場にいる話（⑪～⑬）と，
別の場にいる話（⑭～⑱）に分けられる。前者においては，「主以外の存在」は，「主」の
従者のような位置づけで，主人公らの運命を決めるのは依然として「主」の方である。
　一方，「異界の主以外の存在」が「主」とは異なる場所にいる場合，「主以外の存在」は
「主」より先に主人公らと会い，頼みごとをする。すべての話で主人公はその頼みを親切に
聞いてやるが，模倣者は拒絶する。その後，⑭と⑮の主人公は「主」の出す課題もきちん
と成し遂げて幸せになるが，模倣者は「主」の課題を雑に終え，結局は不幸になる。この
二話においては，「異界の主」と「主以外の存在」は，別の場所にいても主人公には好意
的，模倣者には敵対的と同一の態度を取る。
　ところが，⑯と⑰では，「異界の主」と「主以外の存在」が主人公に対し相対する立場
になる。それは，この二話にだけ「逃走」というモチーフが存在しているからである。
　主人公は，魔女または老婆が入室を禁じた部屋に入り，そこで全身を金に覆われて恐ろ
しくなり（⑯），または，その部屋に金の袋を見つけそれを盗んで（⑰）逃げることになる。
禁を犯し逃走するという意味では主人公の娘の行為は悪である。しかし，彼女は往路でリ
ンゴの木や動物の願いをかなえてやっており，いわば人間性のテストにパスしているの
で，「異界の主以外の存在」から援助が与えられる。同じように禁を犯し，いったんは成
功したかに見えた模倣者の娘が結局援助を得られず，不幸な結果に終わることからも，こ
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の二話において人間の運命を決定する力を持っているのは，魔女や老婆ではなく，リンゴ
の木などの方であるといえよう。ただし，このように異界の存在が「主人公に対して敵対
者（魔女，老婆）と援助者（リンゴの木，動物たち）に分かれる」のは１８話中２話とごく
限られている。そこで，この点は留保しつつ，次の点をヨーロッパの話の特徴に加えたい。
④　異界の中心的存在（「異界の主」）は単独で現れることが多い。「主以外の存在」が
登場する場合も，多くは「主」と立場を同じくし，信賞必罰で主人公らに処する。「主」
と「主以外」が主人公に対して敵と味方という異なる立場に立つことはごくまれであ
る。

３．「地蔵浄土」とその類話

３－１　「地蔵浄土」の基本構造

　「地蔵浄土」は日本全国に広く分布するが，ここでは『日本昔話大成』に収録された山
形県新庄市の話のあらすじを紹介する。５

　爺が土間を掃いていると，落ちていた団子がついてくるように言って，土間の穴に
転がって入る。爺がついていくと，穴の中の明るい所に地蔵が立っていて団子を半分
食べてしまったという。地蔵は，しばらくすると鬼が来て博打をするので，鶏のまね
をして鬼が逃げたら銭を持って帰るように勧めて，爺に自分の頭の上に乗るようにい
う。爺は遠慮するが，結局上る。博打が盛り上がったところで，地蔵のいうとおりに
鶏のまねをし，残されたたくさんの銭を持って帰る。
　隣の婆が話を聞き，爺と一緒に土間を探すと団子が落ちていて，土間の隅の穴に落
ちる。爺がついていくと，地蔵はいるが何も言わない。隣の爺は地蔵の頭に勝手に上
がり，鬼が来ていくらもたたないうちに鶏のまねをする。鬼は逃げだすが，そのうち
の一人が鼻を鉤に引っ掛けたようすがおかしくて爺は笑ってしまう。笑い声を聞きつ
けた鬼に見つかり，つかまって喰われてしまう。婆は泣きながら待つ。だから，人ま
ねをするものではない。

　関敬吾によると，「地蔵浄土」の基本構造は以下の通りである。
Ⅰ　爺が団子（豆，握り飯）を取り落とすと穴の中に転げていく。
Ⅱ　あとを追っていくと地蔵がいてそれを食っている。
Ⅲ　地蔵はそのお礼を約束する。
Ⅳ　爺が地蔵の後ろ（天井）に隠れていると鬼が来て博打を打ちまたは金を分ける。
Ⅴ　爺は地蔵に教えられ鶏の鳴きまねをする。
Ⅵ　�　爺はその金または宝を持ち帰る。
　　�　鬼の飯炊きになり宝物の杓子を持って帰る。
Ⅶ　�　隣の爺がまねて失敗する。
　　�　殺される。
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３－２　登場人物の属性

　「地蔵浄土」は「隣の爺」型の話であり，主人公と模倣者は，隣同士の老夫婦で，それ
ぞれの家の爺の方が異界へ行く話が多いが，婆の場合もある。また，話が継子譚の「栗拾
い」と同じように始まる場合は，義理の姉妹が一緒に栗拾いに出されるが，穴のあいた袋
を持たされた継子はいつまでも栗を集められず，日が暮れて地蔵堂にたどりつくという形
になり，主人公と模倣者はヨーロッパの昔話に多い義理の姉妹になる。
　異界の存在に関しては，「地蔵」と「鬼」の二手に分かれることが圧倒的に多く，地蔵
に替えて「かみさま」や「大黒さま」，「鬼」の替わりに「ネズミ」，「博打うち」になるも
のもごく少数あるが，いずれの場合も前者が後者に対して上位にあり，主人公らとの関係
において「ホレ」にあたるのは前者である。ただし，地蔵が登場しないで主人公が直接鬼
から宝物（米が増える不思議な杓など）を自分の才覚で盗んで逃げる話，逆に鬼は登場し
ないで地蔵が直接宝を爺に与える話も少数だが存在する。
３－３　類話の構造

　日本の昔話で�����に分類されるものには「地蔵浄土」のほかに，上述した「栗拾い」
がある。「栗拾い」本来の話形では後半，継娘は地蔵堂ではなく，山奥の人食い・鬼など
の家にたどり着く。そこで老婆や鬼の妻などの女性にかくまってもらい，土産に栗や宝物
をもらって帰り，まねをした実子は失敗する。登場人物が母親と実子・継子の姉妹である
こと，継子は継母の意思で栗を拾いに行かされる点において，この話形とヨーロッパの話
との類似性はより高い。しかし，異界についてから継子と実子が人間性を試されるモチー
フはほとんどなく６，あえて実子の性格の非を探せば，栗が集まらない継子を山の中におい
て自分は帰ってしまうことだが，なかには自分の栗を義理の姉（妹）に分けてやろうとし
たり，一度は一緒に帰ろうと誘う者もいるし，継子の性格の長所にしても愚直なまでのま
じめさ（栗を袋いっぱいに集めるまで帰らない）くらいであって，ヨーロッパの話ほど姉
妹の性格は対照的ではない。
　「栗拾い」においても異界の存在は，老婆と鬼のように娘たちにとって味方と敵の二手に
別れる。「地蔵浄土」と違うのは，力の弱い老婆の方が「話を聞けばかわいそうだから」７と
かくまってくれることであり，援助の眼目は土産の宝よりも異界から無事に帰還すること
のほうにある印象を受ける。
　更なる�����タイプとして「鼠浄土」が挙げられる。「おむすびころりん」の名で親し
まれているこの話は，穴に転がり落ちた握り飯のお礼にと，主人公の爺がネズミの�住処�に

すみか

招かれて歓待され，土産をもらって家に帰るが，それをまねた隣の爺は宝を全部持ち帰ろ
うと欲を出しネコの鳴きまねをしたためにネズミたちは逃げ，あたりが暗くなって出口が
分からなくなり，失敗するという話である。この話における異界の存在はネズミだけであ
るが，握り飯のお礼として主人公を歓待するのはネズミであっても，欲深い爺に対して罰
を与えるのはネズミとは考えられない。この意味で，ネズミは「異界の主」的存在ではあ
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�
６　継子は虱を取っているときに婆の頭に角があるのを見つけて震えているが，実子は汚いとつばを
吐きかける高知県の話，自分で焚いた粥の水の部分を自分が食べる継子と焚かせて米の部分を食べ
る実子の岐阜県の話，重いつづらと軽いつづらの選択がある石川県の話の三話。
７　関　敬吾：『日本昔話大成　第５巻本格昔話四』（四版）角川書店　１９８４年　２２１頁



るが，その力は絶対ではない。
　では，「栗拾い」と「鼠浄土」を視野に入れつつ，ヨーロッパの話と比較しながら「地
蔵浄土」の特徴について考察していく。
　まず，たまたま土間に転がった団子を追いかけるところから話が始まるように，「栗拾
い」の例外があるとはいえ，「異界への出立が偶然

・ ・
である」ことが日本の話の基本的なパ

ターンである。しかも爺は自分の意思で，団子の後を追いかけたり（「地蔵浄土」），握り
飯を穴へ次々に入れたりしている（「鼠浄土」）。あるいは，団子が後についてくるように
言ったり，ネズミがお礼をするから自分たちの家へ来てほしいと迎えに来る話もある。こ
の点が，井戸に落ちた糸巻きを自分で取りに行く以外の選択肢はなかったヨーロッパの娘
の場合と大きく異なる。爺は団子をそのままにしておくこともできたのに自ら進んで，あ
るいは招かれて，異界へと足を踏み入れるのである。
　次に，問題にしたいのは，主人公の爺が異界で財宝を手にできたのはなぜなのか，とい
う点である。
　「隣の爺」タイプの話は，「正直者のいいおじいさん」と「欲張りのわるいおじいさん」
と相場が決まっているので，「地蔵浄土」についても主人公が財宝を手に入れ，模倣者が
酷い目にあうことに違和感はない。確かに，主人公は，団子を食べられてしまったことに
腹を立てるでもなく（地蔵が黙って食べてしまうのではなく，爺が土で汚れた部分は自分
で食べ，きれいな方を地蔵に差し出す話も多い），地蔵の上によじ登ることを畏れ多いと躊
躇する善人である。しかし，ヨーロッパの娘たちの場合とは異なり，親切さや謙虚さが何
らかの具体的な行動や試練で改めて試されるわけではない。それどころか，地蔵に教えら
れたからとはいうものの，爺は鬼の財宝を盗んでしまう８。なぜかといえば，この鬼の財宝
が地蔵に食べられた団子に対する代償になるからである。つまり，爺に果報が与えられる
のは，何らかの善行の結果なのではなく，団子のお礼という意味合いが強い。その団子に
しても，爺は意識的に地蔵に供えたわけではないので信心深さに対する褒美ともいえな
い。深読みをすれば，団子が転がったのは偶然ではなく，爺を異界へと誘うことが地蔵の
本意だったのかもしれない。
　逆に，隣の爺はなぜひどい目に逢わねばならなかったのだろうか。隣の爺の悪いと思わ
れる行動の主なものをあげてみる。ただし，すべての行動が一つの話の中に出てくるとは
限らない。
①　団子をわざと穴にころがす。
②　地蔵に無理に団子を食べさせる。
③　地蔵に土で汚れた部分を食べさせ，自分はきれいな部分を食べる。
④　地蔵に勧められもしないのに，頭の上などに登る。
⑤　地蔵の合図もないのに（早めに）鶏の鳴きまねをする。
⑥　鶏の鳴きまねをするが下手。
⑦　鶏の鳴きまねに驚いて逃げていく鬼の滑稽な姿を笑う。

���
「昔話における異界観」

―日欧の昔話�����を比較して―

�
８　ヨーロッパの娘たちの課題が「親切にすること」，「勤勉に働くこと」であるのに対し，爺の課題
は「鬼を上手にだますこと」という見方もできる。



⑧　鬼を脅すことばを言いまちがえる。
　こうしてみると，「悪」といえるのは③と④くらいで，行動全般に「無理に」「わざと」
といった強引さが目立つものの，せっかち，下手な鳴きまね，言いまちがいなどは本来
「悪」とはいえないだろう。にもかかわらず，隣の爺が話によっては死という重い罰まで受
けるのは，先に挙げた山形県の話にあるように，欲に駆られた人まねを強く戒めるため，
とひとまずは捉えておこう。
　日本の話の場合，模倣者の行動や性格が対照的に描かれることはあっても，それは人間
性を試すテストではなく，主人公と模倣者の運命の分かける決定的な決め手にはならな
い。まとめると，日本の話の特徴は以下のようになる。
①　主人公は偶然に異界に赴くことになる。
②　主人公が，異界から財宝を得るのは，異界の存在からのお礼としてである。
③　模倣者は，欲をだして主人公をまねたために悲惨な目にあう。

３－４　異界の存在

　異界の存在に関して「地蔵浄土」の構成がヨーロッパの昔話と大きく異なるのは，「地蔵」
と「鬼」という二つの相対する表象がほとんどの話に登場する点である。地蔵は人間を守っ
てくれるありがたい仏，鬼は人間に害を及ぼす恐ろしい妖怪であって，明らかに人間に
とって善と悪の存在である。鶏の鳴きまねをせよと地蔵が爺に言うのは，異界は時間的な
領域でもあるからで，朝が来れば異界の存在である鬼は立ち去らねばならないからであ
る。そのことを知っている地蔵はこの世（現実界）とあの世（異界）の境にいて衆生を守
る存在であり，地蔵は鬼より上位にある。つまり，ここでの「異界の主」は地蔵である。
　しかし，地蔵のほうが鬼より上とは決められない微妙さがこの話にはある。人間にとっ
て価値ある財宝を持っているのは地蔵ではなく鬼だからである。地蔵は団子の恩義を鬼の
宝で返そうとするが，地蔵が鬼から直接財宝を取り上げるのではなく，爺は地蔵に言われ
たことを自分で実践しなければならない。ヨーロッパの「異界の主」は，主人公らの行い
を試し，運命を定め，自ら褒賞や懲罰を授けるが，地蔵は人間に助言をするだけで，運命
を決定する，裁くという役割は果たしていない。
　もう一方の鬼は，人間を見つけると酷い目にあわせる「危険」な存在であり，同時に人
間にとって価値ある「宝」を持っている。それは，鬼に対する人間の側がよい爺であろう
とわるい爺であろうと変わらない。この意味で鬼は異界の絶対的な表象，人間にとっての
「異界」そのものである。
　換言すると，鬼は異界という世界を人格化したものである。異界そのものは「鬼」に表
象されるように危険極まりなく，かつ価値ある何か（宝）を有しているが，人間がその宝
を獲得するためには，完全に異界の側にいるのではなく，異界との境にいて人間の側につ
いてくれる地蔵の力添えが必要なのである。模倣者の爺の不幸な運命は，地蔵が下した
「罰」というよりも，地蔵の援助もなしに鬼に挑んだがための「失敗」という印象が強い。
つまり，「地蔵」は，主人公らを「裁く」のではなく，「援助する」存在なのであって，運命
そのものは人間の行い次第なのである。日本の�����タイプの昔話における異界の存在
については次のことが言えよう。
④　異界には，「地蔵」と「鬼」の二者が登場する。前者は人間を援助する存在，後
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者は危険であると同時に価値の所有者であり，ともに人間を裁く存在ではない。

４．異界観の比較　

　最後に，これまでの分析に基づいて，日本とヨーロッパを比較しながら，�����タイプ
の話における異界のとらえ方について善悪という観点から考察する。
　前節で明らかにしたように，日本の地蔵は人間を援助するのだが，援助を授ける際の基
準が善悪であるとは一概にいえない。３－３で確認してきたように，「地蔵浄土」主人公の
爺はもちろん悪人ではないが，全くの正直者でもない。この印象は，「鼠浄土」の異型を
読むとさらに強まる。現在広く知られている「おむすびころりん」の筋に従えば，「鼠浄土」
は典型的な勧善懲悪の話である。ところが，『日本昔話大成』の「鼠浄土」の項には，主
人公の爺が誰に教わったのでもなくネコの鳴きまねをして首尾よく餅や宝を持ち帰ったと
ころで終わる話や，隣の爺が二番煎じでネコの鳴きまねをしてネズミにつかまり主人公の
分まで酷い目に合う話が西日本を中心に全国で多数採録されている。こうなると，「鼠浄
土」の主人公はネズミという異界の存在から宝をまさしくだましとってくることになり，
地蔵の後ろ盾がないだけにこの主人公が「善い」爺であるとは言いがたい。
　一方，模倣者は「欲に駆られた人まね」のために悲惨な目にあうとしてきたが，主人公
もネコの鳴きまねをしてネズミの宝を奪うのであるのであれば，「欲」ではなくて「人まね」
のほうが不幸の主原因になる。「人まね」のモチーフはヨーロッパの話にもあるが，そこで
はさらに人間性を試す何らかの課題があるので，主人公と模倣者の運命の差は納得のゆく
ものに感じられる。ところが，日本の場合は「まね」そのものが戒められているわけである。
　では，隣の爺は何をまねたのだろうか。もちろん，主人公の行動のすべてだが，ここで
は主人公が偶然に導かれて異界に足を踏み入れたという点が重要なのではないだろうか。
主人公は確かに善人の部類ではあるが，爺が異界に行ったのは偶然でしかない。地蔵が招
いたのかもしれないが，なぜなのかはよく分からない。しかし，だからこそ，偶然という
招きもないのに異界に押し入ると，地蔵の援助は望めず，鬼の餌食になってしまう。偶然
をまねることは，悪ではなく，不可能なのである。
　日本の話の異界は，地蔵と鬼の二元的に構成されていて，概ね前者は善，後者は悪であ
り，人間の側も主人公と模倣者が善悪に分かれるが，その善悪は現実界のそれとは必ずし
も一致しないし，ヨーロッパの話ほど両者が截然と分かれてもいない。この点にこそ日本
の昔話における異界観が現れているのではないだろうか。すなわち，異界では現実界の倫
理観がそのまま通用するわけではなく，異界から何らかの価値あるものを手に入れるため
には，策略や盗みという奇策もとらざるを得ない。善の側に立つ地蔵自らがその策を授け
ることもあるのだから，それは認められてもいる。
　しかし，策さえあれば必ず成功するのではなく，異界に相応の礼節が必要である。「地蔵
浄土」のなかには，隣の爺が成功を目前にしながら，鶏の鳴きまねに驚いて逃げていく鬼
の姿を笑ったために捕まってしまうという話がかなりある。見つかる原因なら，恐怖のあ
まりの身震いや不注意で物音を立ててしまう方が自然であろう。ところが，主人公の成功
を既に知っている模倣者だからこそ，畏れてしかるべき鬼を見下して笑えるのであり，こ
の思い上がりが失敗に直結するのである。
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　異界は確かに現実界とは異なる摂理に従っていて，その倫理観や秩序は人間には理解で
きないこともある。しかし，いったん異界に足を踏み入れたからには，異界のやり方に従
い，畏敬の念を忘れてはならない。ましてや，招きもなくそこに立ち入ってはならない。
それがこのタイプの昔話から読み取れる日本人の異界とのかかわり方である。
　一方，ヨーロッパの話では，異界は招かれるどころか，行かされる場所である。もちろ
ん，継母は主人公を森や井戸（の底）へ行かせたのであって，そこが異界へ通じていたこ
と自体は偶然である。しかし，継母，すなわち現実界側からの否定的な働きかけがなけれ
ば主人公が異界に出会うことはなかった。結果として主人公は価値あるものを異界で授け
られるが，自ら進んで赴くところではないという点に異界への隔たりが感じられる。
　異界では「異界の主」が一元的に支配しており，主人公らの人間性を何らかの形で試し
たのち，「主」が聖母マリアであろうと魔女であろうと一律に，「勤勉」，「親切」，「謙虚」
には褒賞を，「怠惰」，「不親切」，「強欲」には懲罰を与える。すなわち，異界独特の基準
ではなく，通常の現実界の倫理観に基づいて裁定がなされる。
　ヨーロッパにも魔女が逃走する主人公らを追跡し，リンゴの木などが主人公の場合は援
助するが，模倣者に対しては援助しないという話がわずかではあるが存在する。この場
合，異界の存在が二手に分かれ，魔女は金という価値あるものを持っているが主人公と模
倣者の双方にとって同じように危険な存在であり，リンゴの木などが援助の有無を決める
ところまでは，「地蔵浄土」の鬼と地蔵の関係と一致する。しかし，その場合でも，主人
公と模倣者の運命は，往路における主人公らの行いに応じて決められるのであり，「因果応
報」，「勧善懲悪」の基準は揺るがない。つまり，ヨーロッパの異界の倫理観は，現実界の
ものと一致，もっと言えば現実界の秩序が異界にも持ち込まれているのである。９

　総じて，日本の昔話は，現実界とは異なる異界のあり方をそのままに認めながらも，異
界との接触は偶然や招待によるもので，異界に対する親近性を含有している。他方，ヨー
ロッパの話では，異界にも現実界の価値観が当てはまり理解は容易になっているが，異界
訪問の契機が現実界での逆境にある点に異界への隔意が認められる。

注：

ヨーロッパ，および日本の昔話については以下のテキストを用いた。
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関　敬吾：『日本昔話大成　第４巻本格昔話三』（再版）角川書店　１９８５年
関　敬吾：『日本昔話大成　第５巻本格昔話四』（四版）角川書店　１９８４年
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９　この点は，ヨーロッパの異類婚譚においてのみ，異類が実は魔法にかけられた人間であって，異
類婚とはいえ実は人間同士の結婚になっていることとの類似性を感じさせて興味深い。
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ェ
ン
と
ミ
イ
ケ
ン
が
薪
拾
い
に
い
く
。

ヤ
ン
ヒ
ェ
ン
は
途
中
で
変
装
し
た
聖
母
，
キ
リ
ス
ト
に
パ
ン
を
喜
ん
で

あ
げ
る
。
ミ
イ
ケ
ン
は
拒
む
。
白
と
黒
の
球
。
そ
れ
ぞ
れ
の
行
き
着
い

た
白
，
黒
の
門
か
ら
天
使
と
悪
魔
が
出
て
き
て
ヤ
ン
ヒ
ェ
ン
は
天
国

へ
，
ミ
イ
ケ
ン
は
地
獄
へ
。

フ
ラ
マ
ン
語

い
い
子
の
ヤ

ン
ヒ
ェ
ン
と

悪
い
子
の
ミ

イ
ケ
ン

③

蛇
と
蛙
が
口

か
ら
出
る

母
親
に
家
か

ら
追
い
出
さ

れ
て
森
で
野

た
れ
死
ぬ

高
慢
と
不
親
切

花
と
宝
石
が
口

か
ら
で
る

王
子
と
の
結
婚

親
切
な
行
為

貧
し
い
姿
に
変

装
し
た
妖
精

母
似
の
姉
と
父
似
の
妹
。
未
亡
人
の
母
は
妹
を
虐
待
。
１
日
２
回
泉
に

水
汲
み
に
行
か
せ
る
。
あ
る
日
妹
が
貧
し
い
女
に
化
け
た
妖
精
に
親
切

に
水
を
飲
ま
せ
る
と
，
話
す
ご
と
に
花
と
宝
石
が
口
か
ら
出
る
よ
う
に

し
て
く
れ
る
。
母
親
が
姉
に
ま
ね
を
さ
せ
る
。
失
敗
し
て
蛇
と
蛙
が
出

る
よ
う
に
な
る
。
妹
の
せ
い
だ
と
し
て
た
た
か
れ
そ
う
に
な
り
，
森
に

逃
げ
王
子
と
出
会
い
結
婚
。
姉
は
追
い
出
さ
れ
て
森
で
野
た
れ
死
ぬ
。

フ
ラ
ン
ス
語

妖
精
た
ち

④

ば
ら
ば
ら
に

切
り
刻
ま
れ

て
塩
漬
け
に

さ
れ
る

不
親
切
な
行
為
，

す
れ
代
わ
り
の
た

め
に
殺
人
も
い
と

わ
な
い

７
つ
の
特
質
，

王
さ
ま
と
結
婚

親
切
な
行
為

普
通
の
青
年
に

見
え
る
７
人
の

魔
法
使
い

金
持
と
貧
し
い
姉
妹
の
娘
た
ち
。
貧
し
い
妹
の
娘
は
き
れ
い
で
親
切
で

礼
儀
正
し
く
，
そ
れ
と
知
ら
ず
水
を
７
人
の
魔
法
使
い
に
飲
ま
せ
て
，

良
い
特
質
を
あ
た
え
ら
れ
る
。
姉
の
娘
は
不
親
切
に
し
て
失
敗
。
王
さ

ま
と
結
婚
す
る
た
め
に
城
へ
向
か
う
船
の
中
で
，
美
し
い
娘
は
従
妹
に

水
中
に
落
と
さ
れ
る
。
醜
い
娘
は
入
れ
替
わ
る
が
す
ぐ
に
露
見
し
，
幽

閉
さ
れ
る
。
美
し
い
娘
は
海
の
精
に
と
ら
わ
れ
る
。
兄
弟
と
王
に
よ
る

救
出
，
王
と
の
結
婚
。
姉
の
娘
へ
の
報
復
。

イ
タ
リ
ア
語

ク
ァ
ダ
ル
ー

ニ
と
妹

⑤

ひ
ど
い
腹
痛

う
そ
，
金
儲
け

母
親
の
病
気
を

治
す
薬
草

親
孝
行

小
人（
山
の
精
）

い
い
子
の
娘
が
病
気
の
母
を
助
け
る
た
め
に
こ
け
も
も
を
摘
み
に
森
に

入
っ
て
迷
う
。
山
の
精
の
小
人
に
あ
っ
て
薬
草
を
も
ら
い
母
は
全
快
。

金
儲
け
を
企
ん
で
真
似
を
し
た
隣
の
少
年
は
薬
草
で
お
な
か
を
壊
し
以

後
い
い
子
に
な
る
。

チ
ロ
ル
地
方

の
ド
イ
ツ
語

山
の
精

⑥
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鼻
に
鼻
が
つ

く
，
蛇
，
ト

カ
ゲ
に
喰
わ

れ
る

不
親
切
，
虚
栄
心

金
一
袋

親
切
，
謙
虚

聖
ヨ
ー
ゼ
フ

３
人
の
実
の
姉
妹
。
森
に
迷
い
込
ん
だ
末
娘
が
聖
ヨ
ー
ゼ
フ
に
親
切
に

し
（
食
べ
物
を
大
半
譲
る
。
ベ
ッ
ド
を
辞
退
す
る
）
袋
一
杯
の
金
を
も

ら
う
。
真
似
を
し
た
姉
た
ち
は
そ
れ
相
応
の
仕
打
ち
を
受
け
る
。
上
の

姉
は
食
べ
物
を
ほ
と
ん
ど
一
人
で
食
べ
，
た
め
ら
い
な
く
ベ
ッ
ド
で
眠

る
高
慢
さ
の
ゆ
え
に
鼻
の
上
に
も
う
一
つ
鼻
。
金
は
森
で
な
く
し
た
と

見
栄
を
張
っ
て
，
蛇
，
ト
カ
ゲ
に
食
わ
れ
る
。（
�
�
�
　
子
ど
も
の
た

め
の
聖
者
伝
１
）

ド
イ
ツ
語

森
の
中
の
聖

ヨ
ー
ゼ
フ

⑦

殺
さ
れ
る

特
に
な
い

生
き
て
帰
る

美
し
い
肩
ひ
も

祈
り
の
ほ
か
は
特

に
な
し

誰
か
，
ヴ
ォ
ゾ

継
母
の
誹
謗
に
よ
っ
て
実
の
父
に
ま
で
嫌
わ
れ
た
娘
は
廃
屋
に
取
り
残

さ
れ
る
。
祈
り
な
が
ら
そ
こ
に
い
る
と
，
誰
か
が
き
れ
い
な
肩
ひ
も
を

く
れ
，
外
に
出
し
て
く
れ
る
。
羨
ん
だ
継
母
は
，
嫌
が
る
自
分
の
娘
を

廃
屋
に
連
れ
て
い
く
。
娘
は
両
親
の
悪
徳
の
た
め
に
ヴ
ォ
ゾ
に
内
臓
を

引
き
出
さ
れ
て
殺
さ
れ
，
継
母
は
強
欲
を
後
悔
す
る
。

ウ
ド
ム
ル
ト

語
（
ロ
シ
ア

連
邦
）

ヴ
ォ
ゾ
と
娘

た
ち

⑧

意
に
沿
わ
な

い
結
婚
，
虐

待
を
受
け
る

強
欲
，
不
服
従

ド
レ
ス
，
宝

石
，
馬
な
ど
価

値
あ
る
贈
り
物

王
子
と
の
結
婚

謙
虚
，
従
順
，
敬

虔
，
家
族
愛

城
の
女
主
人

義
姉
妹
。
父
は
憐
れ
む
が
継
母
が
怖
い
。
森
に
捨
て
に
行
く
話
を
聞
い

た
娘
は
名
付
け
親
の
助
言
で
灰
を
鞄
に
つ
め
て
持
っ
て
行
き
，
帰
り
道

を
見
つ
け
る
。
麻
の
実
で
も
成
功
す
る
が
，
３
度
目
に
ヒ
エ
で
失
敗
。

森
で
迷
い
大
き
な
城
に
た
ど
り
つ
き
，
一
晩
泊
る
。
翌
朝
女
主
人
が
ド

レ
ス
と
ア
ク
セ
サ
リ
ー
，
馬
を
選
ば
せ
る
。
控
え
め
に
選
ぶ
が
，
最
高

の
も
の
を
贈
ら
れ
る
。
帰
路
，
に
星
が
落
ち
て
き
て
額
と
顎
を
飾
る
。

王
子
に
出
会
い
，
結
婚
。
姉
が
ま
ね
を
す
る
。
妹
と
逆
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
糞
が
落
ち
て
き
て
，
行
き
合
っ
た
老
人
に
結
婚
を
強
い
ら
れ
，
虐

待
さ
れ
る
生
活
を
送
る
。

フ
ラ
ン
ス
語

２
人
の
娘

⑨

蛇
と
蛙
に
喰

い
殺
さ
れ
る

指
図
が
お
か
し
く

て
も
，
そ
の
と
お

り
行
う
。

お
金

指
図
が
お
か
し
い

時
は
，
自
分
の
判

断
で
き
ち
ん
と
入

浴
の
準
備
を
す
る

老
婆

義
理
姉
妹
。
前
妻
の
娘
は
父
親
に
森
に
置
き
去
り
に
さ
れ
，
小
さ
な
家

に
た
ど
り
着
く
。
そ
こ
の
老
婆
に
風
呂
の
用
意
を
命
じ
ら
れ
，
老
婆
の

お
か
し
な
指
示
に
は
従
わ
ず
，
き
ち
ん
と
準
備
す
る
。
翌
朝
老
婆
に
言

わ
れ
た
箱
を
持
っ
て
糸
玉
の
あ
と
に
つ
い
て
家
に
帰
る
。
犬
の
告
知
。

箱
の
中
に
お
金
が
あ
る
。
継
母
の
実
子
が
ま
ね
を
し
，
老
婆
の
お
か
し

な
指
示
通
り
無
礼
に
ふ
る
ま
う
。
老
婆
に
言
わ
れ
た
よ
う
に
箱
を
持
っ

て
糸
玉
に
つ
い
て
帰
る
。
箱
の
中
か
ら
蛇
と
蛙
が
出
て
き
て
喰
い
殺
さ

れ
る
。

ウ
ド
ム
ル
ト

語
（
ロ
シ
ア

連
邦
）

２
人
の
娘

⑩

母
と
も
ど
も

怒
り
の
あ
ま

り
死
ぬ

が
さ
つ
で
悪
い

子
，
い
や
い
や
虱

と
り

不
躾

口
か
ら
金
貨
が

出
る

善
良
，
喜
ん
で
虱

を
と
る

礼
儀
正
し
さ

少
女
た
ち
と
一

人
の
少
女
の
母

親

義
姉
妹
。
外
で
糸
を
紡
ぐ
よ
う
に
言
わ
れ
た
妹
。
井
戸
の
底
が
明
る
く

少
女
た
ち
が
大
勢
い
る
の
に
驚
き
，
紡
錘
を
落
と
す
。
自
ら
飛
び
こ

む
。
一
人
の
少
女
の
虱
を
礼
儀
を
わ
き
ま
え
て
と
る
。
少
女
の
母
に
話

す
ご
と
に
金
貨
が
口
か
ら
で
る
よ
う
に
し
て
も
ら
う
。
真
似
を
さ
せ
ら

れ
た
姉
は
，
不
躾
な
こ
と
を
言
っ
て
し
ゃ
べ
る
と
放
屁
す
る
よ
う
に
な

る
。
怒
り
の
あ
ま
り
母
と
姉
は
死
に
，
妹
は
平
和
に
暮
ら
す
。

フ
ラ
ン
ス
語

井
戸
の
中
の

紡
ぎ
部
屋

⑪
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「
松
や
に
バ

ビ
ー
」
と
軽

蔑
さ
れ
る

高
慢

金
の
ド
レ
ス
，

ア
ク
セ
サ
リ
ー

と
金
の
糸
巻
き

生
涯
「
金
の
ベ

テ
リ
」
と
呼
ば

れ
る
名
誉
と
名

声

勤
勉
，
従
順
，
謙

虚
子
ど
も
た
ち
，

犬
義
姉
妹
。
べ
テ
リ
（
継
娘
）
は
糸
巻
き
を
追
っ
て
ネ
ズ
ミ
の
穴
へ
。
見

え
な
い
手
に
導
か
れ
る
よ
う
に
し
て
異
郷
の
豪
華
な
城
へ
た
ど
り
つ

く
。
犬
が
「
金
の
べ
テ
リ
」
と
吠
え
る
。
子
ど
も
た
ち
が
出
て
き
て
，

誰
と
ど
ん
な
服
を
着
て
食
事
を
と
る
か
の
選
択
。
謙
虚
な
選
択
を
す
る

が
，
良
い
方
を
与
え
ら
れ
る
。
金
の
ド
レ
ス
，
ア
ク
セ
サ
リ
ー
と
金
の

糸
巻
き
を
持
っ
て
ネ
ズ
ミ
穴
か
ら
帰
還
。
ま
ね
を
さ
せ
ら
れ
た
実
の
娘

バ
ビ
ー
は
木
の
服
を
着
て
犬
と
食
事
し
，
松
脂
を
塗
ら
れ
て
古
い
木
の

糸
巻
き
を
持
っ
て
帰
還
。

ス
イ
ス
ド
イ

ツ
語

金
の
ベ
テ
リ

と
松
や
に
バ

ビ
ー
�

⑫

蛇
に
目
を
吸

い
取
ら
れ
る

怠
惰
，
不
躾
，
不

服
従
，
強
欲

金
貨

勤
勉
，
礼
儀
正
し

さ
，
従
順
，
謙
虚

竜
，
野
生
の
動

物
父
親
が
留
守
の
間
に
家
か
ら
追
い
出
さ
れ
た
継
娘
。
森
で
迷
い
無
人
の

小
屋
に
行
き
着
く
。
掃
除
を
し
火
を
焚
き
続
け
る
。
小
屋
の
主
は
竜
。

そ
の
虫
だ
ら
け
で
臭
う
頭
を
か
き
な
が
ら
礼
儀
正
し
く
振
舞
う
。
翌
日

動
物
の
世
話
，
数
日
後
一
番
軽
い
鞄
を
選
ん
で
帰
宅
。
鞄
の
中
に
は
金

貨
。
実
子
は
ま
ね
を
し
て
母
と
も
ど
も
蛇
に
目
を
吸
い
取
ら
れ
る
。

セ
ル
ビ
ア
語

因
果
応
報

⑬

一
家
全
滅

動
物
の
願
い
を
き

か
な
い

老
人
の
指
図
が
お

か
し
く
て
も
，
そ

の
と
お
り
行
う

金
と
宝
石
の

入
っ
た
箱

動
物
な
ど
の
言
う

こ
と
を
そ
の
と
お

り
し
て
や
る

老
人
の
指
図
が
お

か
し
い
時
は
，
自

分
の
判
断
で
き
ち

ん
と
入
浴
の
準
備

を
す
る

牛
，
雄
羊
，
リ

ン
ゴ
の
木
，
パ

ン
焼
き
釜
，
老

人

義
姉
妹
。
継
娘
は
糸
巻
き
を
追
っ
て
井
戸
へ
自
ら
飛
び
込
む
。
牛
，
雄

羊
，
リ
ン
ゴ
の
木
，
パ
ン
焼
き
釜
の
頼
み
を
き
く
。
そ
の
後
道
端
の
風

呂
小
屋
に
住
む
老
人
に
会
う
。
老
人
は
入
浴
さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
に
頼

み
，
異
常
な
指
示
を
出
す
が
，
娘
は
き
ち
ん
と
準
備
を
整
え
入
浴
さ
せ

る
。
報
酬
と
し
て
金
と
宝
石
入
り
の
箱
。
実
の
娘
が
ま
ね
る
。
糸
車
を

見
つ
け
て
も
先
へ
進
み
，
牛
た
ち
の
言
う
こ
と
は
聞
か
ず
，
老
人
の
言

う
が
ま
ま
に
ぞ
ん
ざ
い
に
仕
事
を
す
る
。
箱
の
中
に
は
燃
え
て
い
る
炭

が
入
っ
て
い
て
家
ご
と
一
家
全
滅
。
義
理
の
娘
だ
け
助
か
る
。

エ
ス
ト
ニ
ア

語
継
娘
と
本
娘

の
報
い

⑭

動
物
の
助
言

に
従
っ
て
選

ん
だ
赤
い
箱

か
ら
火
が
出

て
，
母
子
と

も
に
焼
け
死

ぬ

動
物
を
虐
待

風
呂
の
準
備
が
下

手

動
物
の
助
言
に

従
っ
て
選
ん
だ

箱
に
ド
レ
ス
と

金

動
物
を
か
わ
い
が

る ヨ
ー
マ
に
言
わ
れ

た
よ
う
に
き
ち
ん

と
風
呂
の
準
備
を

す
る

馬
，
牛
，
羊
た

ち
，
ヨ
ー
マ
ば

あ
さ
ん

継
母
の
願
い
で
父
親
が
継
娘
を
乾
い
た
井
戸
へ
放
り
込
む
。
草
地
に
い

る
馬
た
ち
を
な
で
て
や
る
と
助
言
を
く
れ
る
。
牛
，
羊
た
ち
も
同
様
。

ヨ
ー
マ
に
言
わ
れ
た
と
お
り
に
風
呂
の
準
備
を
す
る
と
赤
と
青
の
箱
の

一
つ
を
選
ば
さ
れ
る
。
動
物
の
助
言
に
従
い
青
い
箱
を
選
ぶ
。
井
戸
の

と
こ
ろ
で
父
親
に
引
き
上
げ
て
も
ら
う
。
箱
の
中
身
は
ド
レ
ス
，
金
な

ど
。
ま
ね
を
す
る
実
の
娘
は
，
馬
た
ち
を
虐
待
。
赤
い
箱
を
取
る
よ
う

に
と
の
助
言
を
も
ら
う
。
風
呂
は
指
示
通
り
で
は
な
い
が
，
準
備
す

る
。
箱
の
選
択
。
赤
い
箱
を
選
び
，
帰
宅
後
箱
か
ら
火
が
出
て
母
と
実

子
は
焼
け
死
ぬ
。

コ
ミ
語
（
ロ

シ
ア
連
邦
）

ヨ
ー
マ
ば
あ

さ
ん
と
２
人

の
娘

⑮
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じ

言
　
語

タ
イ
ト
ル

　

逃
走
を
妨
害

さ
れ
，
金
を

は
が
さ
れ
全

身
血
だ
ら
け

に
な
る

地
下
室
に
隠

さ
れ
て
そ
こ

で
一
生
暮
ら

す

動
物
の
頼
み
を
拒

絶
全
身
が
金
に
な

る 動
物
た
ち
が
逃

走
の
援
助
を
す

る 王
さ
ま
と
の
結

婚

動
物
の
言
う
こ
と

を
聞
い
て
や
る

リ
ン
ゴ
の
木
，

犬
，
か
ま
ど
，

魔
女
，
老
人

醜
い
実
の
娘
（
姉
）
と
美
し
い
義
理
の
娘
（
妹
），
妹
は
虐
待
さ
れ
，
家

を
追
い
出
さ
れ
る
。
歩
い
て
い
る
と
リ
ン
ゴ
の
木
，
犬
，
か
ま
ど
に
出

会
い
，
そ
れ
ぞ
れ
に
言
わ
れ
た
と
お
り
に
し
て
や
る
。
魔
女
の
小
屋
に

つ
き
，
女
中
に
雇
っ
て
も
ら
う
。
好
奇
心
を
抑
え
き
れ
ず
，
禁
じ
ら
れ

た
７
番
目
の
部
屋
に
入
る
と
，
す
べ
て
が
金
で
，
娘
自
身
も
金
色
に
な

る
。
怖
く
な
っ
て
に
げ
る
と
，
敷
居
の
雄
鶏
が
鳴
き
，
魔
女
が
追
い
か

け
て
く
る
。
哀
れ
に
思
っ
た
老
人
が
，
魔
女
の
前
は
夜
，
娘
の
前
は
昼

に
し
て
く
れ
，
か
ま
ど
た
ち
に
守
っ
て
も
ら
っ
て
帰
宅
。
姉
娘
が
ま
ね

を
す
る
。
リ
ン
ゴ
の
木
な
ど
の
願
い
は
拒
否
。
７
番
目
の
部
屋
に
入

り
，
全
身
金
に
な
る
が
，
お
仕
置
き
に
老
人
た
ち
に
逃
走
を
妨
害
さ
れ
，

魔
女
に
つ
か
ま
り
金
を
は
が
さ
れ
て
血
だ
ら
け
に
な
っ
て
帰
宅
。
生
涯

地
下
室
に
隠
れ
て
暮
ら
す
。
妹
は
王
様
に
見
染
め
ら
れ
て
結
婚
。

ト
ラ
ン
シ
ル

バ
ニ
ア
・
ザ

ク
セ
ン
方
言

２
人
の
娘
と

魔
女

⑯

死
リ
ン
ゴ
の
木
な
ど

の
頼
み
を
無
視

金
一
袋

従
順

盗
み
は
す
る
が
，

節
度
あ
り

リ
ン
ゴ
の
木
，

牝
牛
，
パ
ン
焼

き
釜
，
老
婆

小
さ
な
エ
ー
ル
ケ
は
大
き
な
エ
ー
ル
ケ
に
言
わ
れ
る
ま
ま
に
糸
巻
き
竿

を
追
っ
て
井
戸
へ
飛
び
込
む
。
緑
の
小
道
。
リ
ン
ゴ
の
木
，
牝
牛
，
パ

ン
焼
き
釜
に
頼
ま
れ
て
世
話
。
木
の
小
屋
に
住
む
老
婆
の
虱
を
と
っ
て

や
り
，
老
婆
が
寝
た
す
き
に
禁
じ
ら
れ
た
７
番
目
の
部
屋
か
ら
金
一
袋

を
盗
ん
で
逃
走
。
パ
ン
焼
き
釜
な
ど
に
助
け
て
も
ら
い
，
井
戸
か
ら
地

上
へ
。
大
き
な
エ
ー
ル
ケ
が
ま
ね
を
す
る
。
リ
ン
ゴ
の
木
な
ど
の
頼
み

は
無
視
す
る
が
，
老
婆
の
小
屋
で
は
同
じ
振
る
舞
い
を
し
，
金
の
袋
は

全
部
盗
み
出
す
。
リ
ン
ゴ
の
木
な
ど
の
協
力
が
得
ら
れ
ず
，
つ
か
ま
っ

て
引
き
裂
か
れ
る
。

フ
リ
ー
ス
語

小
さ
な
エ
ー

ル
ケ
と
大
き

な
エ
ー
ル
ケ

⑰

命
を
落
と
す

嘘
つ
き
，
怠
惰
，

傲
慢

装
飾
品
一
式

領
主
と
の
結
婚

勤
勉
，
親
切

機
転
が
利
く
（
悪

魔
相
手
に
時
間
稼

ぎ
を
す
る
）

泉
，
梨
の
木
，

犬
，
悪
魔

父
の
娘
は
勤
勉
で
，
母
の
娘
は
怠
惰
。
母
の
子
が
父
の
子
の
紡
い
だ
糸

を
自
分
の
も
の
に
し
て
嘘
を
つ
く
。
妻
に
強
い
ら
れ
て
夫
は
娘
を
森
に

連
れ
て
行
く
。
途
中
娘
は
泉
の
掃
除
，
梨
の
木
，
犬
の
世
話
を
す
る
。

夜
，
鶏
の
脚
に
立
つ
小
屋
に
泊
ま
る
と
娘
を
欺
い
て
父
は
一
人
で
帰

る
。
立
派
な
男
に
変
装
し
た
悪
魔
が
踊
り
に
誘
い
に
き
て
，
立
派
な
衣

装
そ
の
他
を
用
意
し
て
く
れ
る
。
娘
が
連
れ
て
き
た
鶏
が
鳴
い
て
，
衣

装
は
そ
の
ま
ま
に
悪
魔
は
逃
げ
る
。
悪
魔
が
残
し
た
馬
車
で
帰
ろ
う
と

す
る
が
，
森
で
迷
う
。
犬
，
梨
，
泉
が
助
け
て
く
れ
る
。
真
似
を
す
る

母
の
娘
。
泉
な
ど
の
世
話
は
し
て
や
ら
ず
，
途
中
で
見
つ
け
た
鶏
は
料

理
し
て
食
べ
る
。
悪
魔
は
娘
の
骨
が
崩
れ
落
ち
る
ま
で
踊
り
続
け
る
。

父
の
娘
は
領
主
と
結
婚
す
る
。

ロ
シ
ア
語

父
の
娘
と
母

の
娘

⑱
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